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（円）
寄附の内容 寄附に至った経緯

伊方町            25,800,000
寄附講座「地域低侵襲消化器医療学

講座」

伊方町を対象とした地域の消化器外科学分野に関する教育・研究拠点を設置し、サテライトセンターである瀬戸

診療所を拠点としてプライマリケア研修、専門研修及び地域医療研修を行い、加えて地域住民に対する啓発活動

を行うとともに、消化管機能、消化器癌等を中心とした研究を行うことにより、同町との円滑な診療協力体制構

築、医学研究の実施、実践的医学教育を推進することを目的として寄附講座「地域低侵襲消化器医療学講座」へ

の寄附を頂くこととなった。

内子町            22,000,000
寄附講座「地域生活習慣病・内分泌

学講座」

内分泌代謝、病態栄養・栄養治療を軸とした内子町の生活習慣病に関する研究拠点を設置し、現在のニーズに即

した内子町の生活習慣病に関する研究を行うとともに、その研究成果の普及を行い、地域医療の向上に寄与する

ことを目的として寄附講座「地域生活習慣病・内分泌学講座」への寄附を頂くこととなった。

愛媛県            48,800,000
寄附講座「地域小児・周産期学講

座」

小児・周産期医療に関する研究拠点を設置し､東予及び南予地域を中心とした小児・周産期医療システムの構築

に向けた研究を行うとともに、その研究成果の普及を行い、地域医療の向上に寄与することを目的として寄附講

座「地域小児・周産期学講座」への寄附を頂くこととなった。

愛媛県            48,800,000 寄附講座「救急航空医療学講座」

愛媛県ドクターヘリ事業の支援を行うとともに、搭乗医療者等の育成や救急航空医療等の研究を行い、その成果

の普及を図ることにより、救急航空医療の高度化と持続的な人材確保に寄与することを目的として寄附講座「救

急航空医療座」への寄附を頂くこととなった。

愛媛県            16,270,000
寄附講座「地域眼科学寄附講座（地

域医療支援部門）」

南宇和地域を対象とした地域の眼科医療に関する研究拠点を設置し、現地のニーズに即した眼科医療の研究を行

うとともに、その研究成果の普及を行い、対象圏域の地域医療の向上に寄与することを目的として寄附講座「地

域眼科学（地域医療支援部門）」への寄附を頂くこととなった。

愛媛県            16,000,000 寄附講座「地域医療学講座」

中山間地域及び離島などへき地を多く抱える愛媛県において、へき地を含む地域医療に関する研究拠点を設置

し、現地のニーズに即したへき地を含む地域医療に関する研究を行うとともに、その研究成果の普及を行い、地

域医療の向上に寄与することを目的として寄附講座「地域医療学講座」への寄附を頂くこととなった。

西条市            22,000,000
寄附講座「地域消化器免疫医療学講

座」

消化器免疫医療学の研究及び炎症性腸疾患の診療拠点を設置し、現地のニーズに即した診療、消化器免疫領域に

関する教育研究活動、その研究成果の普及を行い、ひいては西条市民の健康維持・増進と地域医療の向上に寄与

することを目的として「地域消化器免疫医療学講座」への寄附を頂くこととなった。

西予市                900,000
西予市の防災活動に係る愛媛大学防

災情報研究センターの協力

「平成30年7月豪雨」により甚大な洪水被害を受けた野村ダム下流域について、西予市はタイムラインの作成を

行っている。策定にあたり、西予市から依頼を受け、防災情報研究センター教員等が、専門的見地からの意見の

とりまとめや住民とのワークショップに協力した。その他、防災訓練、防災教育及び研修への講師派遣等、当該

センターと西予市と連携して取り組んでいることから、当該センターの活動の支援として、寄附いただくことに

なったものである。

西条市                400,000
令和3年度愛媛大学主催「子ども安全

管理士講座」の運営経費

西条市「子ども安全管理士講座」については、愛媛大学と西条市の地域連携協定に基づき、法文学部戦略経費に

よる令和元年度のパイロット版講座の開講を経て、令和2年度から毎年継続して本格開催する運びとなった。

この間の西条市側との協議に際しては、地域協働センター西条センター長／羽藤堅治教授、副センター長／松本

賢哉教授、並びに社会連携推進機構 地域専門人材育成・リカレント教育支援センター／センター長の治多伸介

教授による御助言と御助力を賜った次第である。

上記の経緯に伴い、西条市側から、令和2年度愛媛大学主催「子ども安全管理士講座」の運営経費として、「50

万円」を寄附する旨のお申し出をいただいた。本件寄附金の扱いについては、治多センター長、羽藤センター

長、松本副センター長ともご相談の上、講座開講の担当責任者である法文学部・小佐井教授（肩書は当時のも

の。現福岡大学法学部教授。）が受領する形をとることとし、所定の受領手続を行ったものである。

本件寄付金の使途としては、令和3年度の講座開催（令和4年2月27日開催）に必要な運営経費（主として学外講

師委嘱者への謝金支払）に充当したほか、残額分を令和4年度以降の講座運営経費に充当予定である（このこと

については寄附受領時に西条市側の了解を得ている）。

四国中央市            48,800,000 寄附講座「地域医療再生学講座」

宇摩圏域を対象とした地域の救急医療等に関する研究拠点を設置し、現地のニーズに即した救急医療等の研究を

行うとともに、救急医療等に携わる医療関係者の育成・確保や現地での医療支援を行い、その成果の普及を図る

ことにより、宇摩圏域の地域医療を再生し、もって、地域住民の福祉の増進に寄与することを目的として寄附講

座「地域医療再生学講座」への寄附を頂くこととなった。

西予市立西予市民病院                  20,000 泌尿器科学研究のため
愛媛県内における地域の泌尿器科医療に関し､対象圏域のニーズに即した泌尿器科医療発展への研究や地域医療

の向上に寄与することを目的として寄附を頂くこととなった。

松山市            33,000,000
寄附講座「地域小児保健医療学講

座」

松山医療圏域全体の小児保健医療に関する研究を実践的に推進し、広域的視点に立って、松山圏域の地域小児医

療の充実に寄与することを目的として寄附講座「地域小児保健医療学講座」への寄附を頂くこととなった。

三豊市立西香川病院                500,000 精神神経科学研究のため
寄附者は認知症をはじめ高齢者の精神科的ケアに力を入れており、認知症の分子医学的機序解明の研究の主旨に

賛同いただいたため。

八幡浜市            59,800,000 寄附講座「地域救急医療学講座」

八幡浜市を対象とした地域の救急医療等に関する研究拠点を設置し、現地のニーズに即した救急医療等の研究を

行うとともに、救急医療等に携わる医療関係者の育成・確保や現地での医療支援を行い、その成果の普及を図る

ことにより、八幡浜市の地域医療を再生し、もって、地域住民の福祉の増進に寄与することを目的として寄附講

座「地域救急医療学講座」への寄附を頂くこととなった。

八幡浜市             1,000,000 愛媛大学基金 愛媛大学基金の趣旨に賛同いただいたため。

地方公共団体からの寄附の公表

（2021年度受入れ）


